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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

４
月
19
日
、
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
第

５
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
33
名
・
準
会
員
１
名
参
加
。

委
任
状
提
出
は
26
名
で
し
た
。

　

小
林
事
務
局
次
長
の
司
会
で
開

会
し
、
３
月
に
亡
く
な
っ
た
鈴
木

清
吉
さ
ん
を
悼
み
、
参
加
者
一
同

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

総
会
議
長
は
昨
年
に
続
き
山
岸

さ
ん
を
選
出
。
奥
様
の
介
護
の
関

係
で
欠
席
し
た
渡
辺
会
長
に
代
わ

り
、
鈴
木
副
会
長
が
主
催
者
を
代

表
し
て
、「
年
金
が
下
げ
ら
れ
、
高

齢
者
福
祉
が
後
退
し
て
い
る
。
持

つ
者
の
み
が
守
ら
れ
る
日
本
の
現

状
を
変
え
る
べ
き
だ
。か
つ
て
我
々

は
、
４
・
29
ス
ト
を
闘
い
抜
き
要

求
を
前
進
さ
せ
た
。
ス
ト
に
匹
敵

す
る
闘
い
を
組
む
必
要
が
あ
る
。

現
役
世
代
と
の
連
携
を
進
め
、
団

結
力
を
強
め
て
い
き
た
い
。」
と
、

極
的
な
取
組

み
な
ど
に
勇

気
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
区

移
管
か
ら
10

第５回退職者会総会

東京清掃各支部を縦軸・
地域を横軸に運動を進
め会員百名超の実現へ

言
問
題
は
、
１
年
半
か
か
っ
た
が
、

講
師
本
人
と
当
該
区
よ
り
謝
罪
文

が
出
さ
れ
、
研
修
内
容
の
大
幅
改

善
な
ど
解
決
水
準
に
達
し
た
と
判

断
し
て
い
る
。
宮
城
県
女
川
町
の

瓦
礫
受
入
れ
は
現
実
を
踏
ま
え
て

判
断
し
た
。
市
民
と
労
働
者
の
安

全
を
守
る
こ
と
を
第
一
義
に
対
応

す
る
。
先
輩
が
残
し
て
く
れ
た
財

産
を
後
輩
へ
託
す
よ
う
、
精
一
杯

努
力
す
る
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

自
治
退
都
本
部
浅
沼
会
長
か
ら
、

「
25
万
自
治
退
建
設
が
組
織
目
標
、

清
掃
退
の
今
後
の
取
組
み
に
期
待

す
る
。
民
主
党
は
全
く
期
待
外
れ

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
現

状
維
持
の
動
き
す
ら
あ
る
。
ス
ト

※
２
面
へ
続
く

年
余
、
偽
装
請

負
と
も
い
え
る

車
付
雇
上
が
横

行
し
、
依
然
退

職
不
補
充
が
続

い
て
い
る
。
職

員
研
修
所
講
師

に
よ
る
差
別
発

薬王院（落合）の牡丹

山岸総会議長

主催者挨拶
（鈴木副会長）

吉田委員長浅沼都本部会長花輪都庁退会長

新　役　員
○会　　　長　北條　信治
○副　会　長　戸張　寿雄
○副　会　長　柳　　　章
○事務局長　庄司　隆男
○事務局次長　小林　正一
○会　　　計　戸枝　　章
○会計監査　岩渕　勝美
○会計監査　小泉　英代
○幹　　　事　山崎　金蔵
○幹　　　事　会田吉五郎
○幹　　　事　古口　寿一
○幹　　　事　馬鳥　宜明
○幹　　　事　渡辺　正勝
○幹　　　事　吉田　　清
○顧問（元会長）　小泉　京一
○顧問（前会長）　渡辺　昭之

力
強
く
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
東

京
清
掃
吉
田

委
員
長
は
、

「
退
職
者
会

に
は
確
定
闘

争
等
へ
の
協

力
や
、
脱
原

発
運
動
の
積
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に
匹
敵
す
る
闘
い

が
必
要
だ
。
現
・

退
一
致
の
取
組
み

を
さ
ら
に
進
め
よ

う
。」、
都
庁
退
連

合
花
輪
会
長
か

ら
、「
日
本
の
労

働
運
動
で
最
も
深

刻
な
の
は
非
正
規

雇
用
問
題
だ
。
無

権
利
状
態
を
何
と

し
て
も
変
え
る
こ

と
が
必
要
。
高
齢

者
は
早
く
死
ね
と

言
わ
ん
ば
か
り
の

状
況
だ
。
ど
っ
こ

い
生
き
て
い
る

と
、
現
役
世
代
と

と
も
に
闘
お
う
。」

と
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、

昨
年
４
月
の
第
４

回
定
期
総
会
以
降

の
経
過
を
庄
司
事

務
局
長
、
会
計
決

算
を
戸
枝
会
計
、

退
職
者
会
の

 

ブ
ロ
グ
が
で
き
た

　

清
掃
退
職
者
会
の
ブ
ロ
グ
を
吉

田
雅
明
さ
ん
が
開
設
し
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
開
き
、「
東
京
清
掃
労
働
組

合
退
職
者
会
」
と
入
力
す
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
は
お
知

り
合
い
の
パ
ソ
コ
ン
で
見
せ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
既
に
「
お
花

見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
「
第
５
回

定
期
総
会
」、「
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
」

の
模
様
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
員
未
加
入
の
退
職
者
や
現

役
世
代
に
も
広
め
て
く
だ
さ
い
。

東
京
清
掃
の
各
支
部
を
タ
テ
軸
、

地
域
を
ヨ
コ
軸
に
組
織
強
化
を
図

り
た
い
。
会
員
自
ら
支
部
へ
入
る

と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
も
機

会
あ
る
ご
と
に
加
入
を
勧
め
て
頂

き
た
い
。」と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
恒
例
の
懇
親

会
。い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、政
治
・

経
済
・
文
化
か
ら
孫
の
話
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
議
論
が
沸
騰
。
清
掃

退
は
元
気
が
と
り
え
で
す
。

　

懇
親
会
終
了
後
、「
い
い
退
職
者

会
に
な
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
雰

囲
気
を
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。

会
計
監
査
結
果
を
岩
渕
監
査

が
報
告
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
活
動
方
針
案
を

戸
張
副
会
長
、
会
計
予
算
案

と
旅
費
支
給
基
準
改
正
案
を

戸
枝
会
計
が
提
案
。
活
動
方

針
の
議
論
の
中
で
、
現
役
の

取
組
み
に
関
す
る
情
報
伝
達

の
仕
組
み
や
火
災
共
済
に
退

職
者
会
と
し
て
関
わ
る
福
利

活
動
の
あ
り
方
等
の
要
望
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

新役員を紹介

北條会長

戸張副会長

柳　副会長

庄司事務局長

小林事務局次長

戸枝会計

総会終了後は
お楽しみ懇親会

最後は団結
ガンバロウ

　

議
案
を
満
場
一
致
確
認
し
た
後
、

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
渡
辺

会
長
と
鈴
木
副
会
長
が
退
任
し
、

会
長
に
北
條
さ
ん
、
副
会
長
に
柳

さ
ん
。
幹
事
を
１
名
増
員
、
吉
田

清
さ
ん
が
幹
事
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

退
任
す
る
役
員
を
代
表
し
、
鈴

木
前
副
会
長
は
こ
れ
ま
で
の
長
き

に
亘
る
退
職
者
会
運
動
に
万
感
の

思
い
を
込
め
「
今
後
と
も
東
京
清

掃
が
団
結
し
組
織
を
残
す
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

新
役
員
を
代
表
し
、
北
條
新
会

長
は
、「
会
員
拡
大
が
最
大
課
題
。

機
関
紙
を
も
っ
と
活
か
す
べ
き
だ
。

５
月
12
日
に

東
京
清
掃

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

午
後
５
時
30
分

か
ら
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル
（
後
楽

園
）
で
開
か
れ
ま
す
。
退
職
者
会

チ
ー
ム
は
昨
年
の
雪
辱
を
期
し
て

戸
張
さ
ん
、
柳
さ
ん
、
岩
渕
さ
ん
、

馬
鳥
さ
ん
で
す
。
大
会
の
後
、
Ｓ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
と
懇
親
会
が

あ
り
ま
す
。
応
援
可
能
な
方
は
ふ

る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
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３

桜のトンネルと
渡し船のスリル
盛りの春を満喫

お・花・見
ウォーキング

里見公園にて桜を背景に

　

４
月
５
日
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
21
名
（
う
ち
準
会
員
２
名
）

が
参
加
。「
里
見
公
園
・
じ
ゅ
ん
菜

池
緑
地
か
ら
矢
切
の
渡
し
、
柴
又

帝
釈
天
」
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

京
成
本
線
「
国
府
台
」
駅
前
に

集
合
。
江
戸
川
沿
い
を
桜
の
名
所

「
里
見
公
園
」
へ
。
晴
れ
て
い
れ
ば

富
士
見
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
が
…
。

　

里
見
公
園
の
桜
は
５
分
咲
き
。

北
条
氏
と
里
見
氏
の
古
戦
場
だ
っ

た
城
跡
の
公
園
を
一
周
し
、
最
初

の
記
念
撮
影
。

　

里
見
公
園
か
ら
桜
の
ト
ン
ネ

ル
（
こ
こ
も
５
分
咲
き
）
を
通
り
、

「
じ
ゅ
ん
菜
池
緑
地
」
へ
。
桜
に
遅

咲
き
の
梅
と
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ま
さ

に
春
。
鴨
が
餌
を
ね
だ
り
に
池
か

ら
上
が
っ
て
く
る
の
を
見
な
が
ら
、

道
の
り
に
少
々
グ
ロ
ッ
キ
ー
。
田

園
風
景
を
見
な
が
ら
、
今
回
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
、「
矢
切
の
渡
し
」

へ
。
江
戸
川
渡
河
後
記
念
撮
影
。

　

終
点
は
寅
さ
ん
で
お
馴
染
み
の

「
柴
又
帝
釈
天
」。
最
後
の
記
念
撮

影
を
し
て
解
散
。
参
道
で
の
買
い

物
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
市

川
在
住
の
井
田
さ
ん
、
松
戸
の
工

藤
さ
ん
（
渋
谷
支
部
・
準
会
員
）

か
ら
準
備
や
案

内
な
ど
ご
協
力

い
た
だ
き
、
楽

し
い
１
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ

て
、
次
回
は
い

つ
頃
、
ど
こ
へ
。

　

政
府
は
、被
用
者
年
金
一
元
化
を
「
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
の
課
題
の
一

つ
と
し
、
４
月
13
日
に
一
元
化
法
案

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
法
案
は
、
か

つ
て
民
主
党
が
反
対
し
た
自
公
政
権
案

（
07
年
）
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
。

　

法
案
に
対
し
地
公
労
は
、
以
下
の
問

題
意
識
を
示
し
ま
し
た
。

(1)
「
公
務
員
も
厚
生
年
金
に
加
入
、
２

階
部
分
を
厚
生
年
金
に
統
一
す
る
。」

＊
基
本
的
に
賛
同
。

(2)
「
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
的

差
異
を
厚
生
年
金
に
揃
え
る
。」

＊
基
本
的
に
賛
同
だ
が
、
既
裁
定
内
容

に
影
響
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

(3)
「
共
済
年
金
の
１
・
２
階
部
分
の
保

険
料
を
厚
生
年
金
の
保
険
料
率
（
上

限
18.3
％
）
に
統
一
す
る
。」

＊
基
本
的
に
同
意
。

(4)
「
新
年
金
事
業
の
運
営
は
、
共
済
組

合
や
私
学
事
業
団
を
活
用
し
、
給
付
・

負
担
の
状
況
を
国
の
会
計
に
取
り
ま

と
め
計
上
す
る
。」

＊
地
公
退
の
主
張
に
沿
う
も
の
で
あ
り

歓
迎
。
共
済
年
金
の
厚
生
年
金
共
通

勘
定
以
外
の
積
立
金
は
既
裁
定
の
職

域
部
分
給
付
に
充
て
る
こ
と
等
の
道

を
確
保
で
き
た
こ
と
は
妥
当
。

(5)
「
共
済
年
金
の
３
階
（
職
域
部
分
）

は
廃
止
し
、
３
階
部
分
廃
止
後
の
新

年
金
は
別
に
法
律
で
定
め
る
。（
今

回
の
法
案
と
切
り
離
し
て
「
共
済
年

金
職
域
部
分
と
退
職
給
付
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」
で
退
職
手
当
の
取
り

扱
い
と
と
も
に
検
討
さ
れ
る
。）」

＊
関
係
者
と
の
協
議
と
合
意
形
成
を
求

め
る
。
職
域
部
分
を
廃
止
す
る
場
合
、

そ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
分
の
給
付

を
確
保
す
る
こ
と
と
、
退
職
手
当
・

企
業
年
金
を
考
慮
し
た
公
民
均
衡
の

新
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

(6)
「
追
加
費
用
削
減
の
た
め
、
恩
給
期

間
に
係
る
給
付
を
27
％
引
き
下
げ

る
。（
一
定
の
配
慮
措
置
付
）」

＊
追
加
費
用
は
、
年
金
制
度
の
官
民
均

衡
と
は
別
次
元
の
課
題
で
あ
り
納
得

で
き
な
い
。
ま
た
、
最
低
保
障
額
の

年
230
万
円
へ
の
引
き
下
げ
は
問
題
。

　

あ
わ
せ
て
、
一
元
化
法
案
以
外
に
も

多
数
の
年
金
関
連
法
案
や
政
令
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
公
退
は
、
①
物
価
ス

ラ
イ
ド
特
例
水
準
2.5
％
の
解
消
は
年
金

控
除
復
元
公
約
も
実
現
せ
ず
減
額
す
る

こ
と
に
反
対
。
②
低
所
得
者
基
礎
年
金

加
算
は
年
金
制
度
に
救
貧
機
能
を
も
た

せ
る
も
の
で
あ
り
誤
り
、
③
基
礎
年
金

受
給
資
格
期
間
短
縮
は
問
題
、
④
短
時

間
労
働
者
に
対
す
る
厚
生
年
金
と
健
康

保
険
適
用
拡
大
は
、
抜
本
的
に
拡
大
す

べ
き
等
の
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

矢切の渡し

清
掃
労
働

者
ら
し
く

早
目
の
昼

食
。
２
か

所
目
の
記

念
撮
影
。

　

気
温
が

上
が
り
、

「
野
菊
の

墓
」
文
学

碑
ま
で
の

30
分
余
の

に
対
す
る
地
公
退
の
考
え
方

「
被
用
者
年
金
一
元
化
法
案
」
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日比谷
メーデー

中　央
メーデー

　

４
月
28
日
、
連
合
の
中
央
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
公

労
は
明
治
公
園
で
事
前
集
会
を
も

ち
メ
ー
デ
ー
会
場
の
代
々
木
公
園

ま
で
デ
モ
。
式
典
で
古
賀
連
合
会

長
が
「
民
主
党
政
権
へ
の
期
待
は

失
望
と
落
胆
に
変
わ
っ
た
」
と
発

言
し
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

退
職
者
会
は
７
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
５
月
１
日
、

脱
原
発
、貧
困
と
格
差
・
環
境
破
壊
・

企
業
利
益
優
先
社
会
の
転
換
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
。
東
京
清
掃
は

例
年
同
様
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
中
心

に
取
組
み
ま
し
た
。
退
職
者
会
は

過
去
最
大
の
20
名
参
加
。
東
京
清

掃
本
部
・
女
性
部
・
青
年
部
と
一

緒
の
梯
団
で
隊
列
を
組
み
、
元
気

に
鍛
冶
橋
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

中央メーデー

日比谷メーデー


